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北海道メンタルヘルス研究会
心の健康を高め、活力ある企業風土づくりを目指す

※詳細パンフレットは別途ご案内させていただきます。

北海道人事教育研究会
個人の活力を高め、組織の体質強化を図るための人材育成・活用の在り方を探る

※詳細パンフレットは別途ご案内させていただきます。

■本会のねらい
新しい人事・教育の施策やその考え方を学び、参加者相互の情報交換を通じて、今後の人材開発、人材マネジメントの方向性を検討
するとともに、情報共有のための異業種ネットワークを築いていただくことを目的に開催致します。
■開催期間／２０23年9月～2024年１月＊計5回開催 ＜開催時間14：00～17：00＞
■対　　象／経営幹部、人事・教育・労務・総務・企画部門の管理者・担当者、労組幹部
■会　　場／ネストホテル札幌駅前（札幌市中央区北2条西2丁目）ほか

■コーディネーター／大平　義隆 氏 （北海学園大学 大学院経営学研究科 教授）

■参 加 費（予定・消費税10％込）／■ 会員 ： 88,000円　■ 一般 ： 110,000円  
＜1社2名様まで参加可能＞

■2022年度開催実績（組織・役職名は当時のものです。）

・「宇宙飛行士に求められるチームワークとは？～“一緒に働きたい”が肝」
／有人宇宙システム㈱ 有人宇宙技術部 主幹　山口 孝夫 氏

・「“健康経営”『初心者』が取り組んだ健康経営の進め方」
／元：ＳＭＮ㈱ 人事総務部 コーポレートカルチャー＆リレーション推進課 健康経営推進担当　松本 裕文 氏

・「ジョブディスクリプション（職務記述書）作成セミナー～新しい働き方・ジョブ型人事制度を設計する！」
／（公財）日本生産性本部 雇用システム研究センター 研究主幹　村上 和成 氏

・「サツドラにおける“地域コネクティッドビジネス”への進化の取組み～コネクティッドスペース【ＥＺＯＨＵＢＳＡＰＰＯＲＯ】からの発信」
／サツドラホールディングス㈱ 社長直轄グループ ＣＩチーム チームリーダー　満留 真章 氏

・「発達障害傾向の部下の対応と一人ひとりが活躍する職場づくり～ニューロダイバーシティの視点から」
／㈱ビジネスプラスサポート 人財育成プロデューサー　山田 容子 氏

■本会のねらい
企業や労組におけるメンタルヘルス活動の積極的な取り組み事例や職場マネジメントにおける実践研究などを通して、実際に組織
への応用を図っていただくことを目的に、メンバーの自主性に基づいた参加型の研究会として開催致します。
■開催期間／２０23年9月～2024年１月＊計5回開催＜開催時間14：00～17：00＞
■対　　象／人事・労務・教育・安全衛生・厚生、健康管理部門、労働組合、健康保険組合などの
　　　　　　責任者・スタッフの方々
■会　　場／ネストホテル札幌駅前（札幌市中央区北2条西2丁目）ほか

■アドバイザー／藤田 　毅 氏 （医療法人社団こぶし 札幌こぶしクリニック理事長）

　　　　　　  　根本 忠一 氏 （（公財）日本生産性本部 メンタル・ヘルス研究所 特別研究員）

■参 加 費（予定・消費税10％込）／■ 会員 ： 88,000円　■ 一般 ： 110,000円　＜１社２名様まで参加可能＞

■2022年度開催実績（組織・役職名は当時のものです。）

・「宇宙飛行士に求められるチームワークとは？～“一緒に働きたい”が肝」
／有人宇宙システム㈱ 有人宇宙技術部 主幹　山口 孝夫 氏

・「職場メンタルヘルス諸問題の裁判例から判断基準とその考え方を読み解く～復職判定における判例から職場対応に活かすためには？」
／近畿大学 法学部 教授　三柴 丈典 氏

・「職場の“礼節（Civility）”を起点として、より良い仕事をするための新時代のストレス対策とは？」
／（公財）日本生産性本部 メンタル・ヘルス研究所 特別研究員　根本 忠一 氏

・「職場メンタルヘルス諸問題への対応Ｑ＆Ａ ～専門医からの知見（第２回）」
／医療法人社団こぶし 札幌こぶしクリニック 理事長　藤田 　毅 氏

・「発達障害傾向の部下の対応と一人ひとりが活躍する職場づくり～ニューロダイバーシティの視点から」
／㈱ビジネスプラスサポート 人財育成プロデューサー　山田 容子 氏

経営幹部対象プログラム

第43期 第一線記者を囲む会
取材活動の現場から内外の政治・経済・社会の潮流を掴む

■本会のねらい
取材活動の第一線でご活躍の記者（日本経済新聞社、北海道新聞社、毎日新聞社ほか）の方から、興味深い時局のテーマに関するご講話を

オフレコでお伺いし、企業経営・組織運営に有益な情報をご提供いただくとともに、特に関心の高い事案について質疑懇談を通じて、その背

景や方向性への理解を深めてまいります。（会員交流会も実施予定）

■開催期間／2023年5月～2024年3月 ＊計6回開催 ＜時間14：00～15：30＞
■対　　象／経営幹部・管理者、労組幹部
■会　　場／札幌市内ホテル
■参 加 費（予定・消費税10％込）／■ 会員 ： 72,600円　■ 一般 ： 82,500円
■第42期開催実績 （組織・役職名は当時のものです。）

・「司法を巡る最新情勢“検察捜査のこれまでとこれから～特捜検察は完全復活したのか”」

／毎日新聞社 北海道報道部長　石川 淳一 氏
・「過疎に立ち向かうＤＸ～流通を中心に」／北海道新聞社 編集局経済部 記者　生田 憲 氏
・「岸田政権と今後の政局について」／毎日新聞社 北海道報道部 副部長　影山 哲也 氏
・「日本の食料安保と農業の動向」／日本経済新聞社 編集委員　吉田 忠則 氏　ほか

※詳細パンフレットは別途ご案内させていただきます。

第9期 北海道経営幹部育成塾
１０年先も見据えた次世代の経営リーダーを育成する

■ねらい
グローバル化が進展する中で、日本企業をとり巻く環境は大きく変化しています。企業経営にあたりリーダーには新たな能力が求められて
います。第一は、顧客ニーズの多様化に伴う「ものづくり」重視から「価値・仕組みづくり」重視への転換に伴うビジネスモデルの構想力、第二
に情報通信技術の進歩を背景とした外部（他社）との連携力、第三に経済のグローバル化への対応力です。北海道経営幹部育成塾では、激
動する社会・経済の環境変化に的確に対応できる知識・技術・人格を備えた次世代の経営リーダーを育成すると共に、異業種交流を通じて人
脈・ネットワークづくりを支援します。
■開催期間／2023年11月～２０２４年2月（全5講、各回9：30～17：00）
■対　　象／経営幹部・経営幹部候補者
■講 師 陣／メイン講師・コーディネーター　土井　尚人 氏

　 （株式会社ヒューマン・キャピタル・マネジメント 顧問）
第2講講師　近藤　公彦 氏 （小樽商科大学ビジネススクール 教授）

第3講講師　出口　秀樹 氏 （BDO税理士法人 札幌事務所 所長）

■会　　場／ネストホテル札幌駅前（札幌市中央区北2条西2丁目 TEL011-222-6611）
■受 講 料（予定・消費税10％込）／■ 会員 ： 137,500円 （内訳 ： 講座費／132,000円、昼食代５，５００円含む）　

■ 一般 ： 170,500円 （内訳 ： 講座費／165,000円、昼食代５，５００円含む）
 ※交流会費は別途徴収（２回分：１０，０００円程度）

■定　　員／18名（予定）
■カリキュラム案 （テーマ／内容）

※詳細パンフレットは別途ご案内させていただきます。

  １． 経営者の心構え／部門経営者をはじめ経営者として必要な心構えをドラッカー経営哲学も交えて学ぶ
  ２． 経営戦略策定　／企業規模や商製品・サービスに応じて経営戦略は変わる

～経営戦略の基礎を理解する

  ３． イノベーション／自社の内部と外部にはイノベーションの機会が多数存在している
～ドラッカーの7つの機会を活用して変化を脅威ではなくチャンスと感じるマインドを醸成する

  ４． マーケティング／消費者目線で考えるマーケティング思考力を醸成する

  ５． 経営計画の策定／実行が伴う「地に足の着いた経営計画」作成方法を学ぶ
  ６． 意思決定とコミュニケーション／経営とは「正しい意思決定を行う」こと～実行に移せる意思決定の手順を学ぶ
  ７． 財務・会計の知識／財務諸表の見方と経営への活用方法について学ぶ

 ８． 顧客に支持されながら利益を上げるビジネスモデル・営業／顧客に支持されながら自社の利益を増進させるビジネスモデルを学ぶ
  ９． 人材活用・組織活性化／部下のタイプによってリーダーシップスタイルを変えることにより、部下のやる気を増進させながら

　   仕事の成果をあげる方法などを学ぶ
１０． プレゼンテーション／プレゼンテーションの基本を学ぶ

成果発表／経営塾の仕上げとして参加者が個別に設定したテーマについて発表する
総括講義／良い経営戦略も顧客や関係者に伝わらなければ成果につながりにくい
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